
:

主審:Referee

25 1st 16 副審:1stUmpire

31 2nd 16

25 3rd 13 副審:2ndUmpire

18 4th 26

OT ﾃｰﾌﾞﾙ･ｵﾌｨｼｬﾙｽﾞ:Table officals

Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F No, Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F

× 阿　部　優美香 CAP 15 2 3 3 1 × 牧　野　　　遥 CAP 22 0 8 6 3

× 須　田　久瑠実 8 2 1 0 2 × 手　塚　優　佳 15 2 3 3 0

／ 柴　田　知　恵 7 1 2 0 1 ／ 熊　谷　夏　海 9 0 4 1 3

× 加　藤　杏　香 12 0 5 2 1 × 出　原　愛　望 5 1 1 0 3

× 宮　野　茉　恵 16 0 8 0 3 × 原　田　未　夢 9 2 1 1 5

× 加　藤　　　舞 11 0 5 1 1 × 越後屋　志　穂 0 0 0 0 0

／ 松　浦　まりん 0 0 0 0 0 ／ 池　田　真　央 2 0 1 0 1

／ 佐々木　怜　音 22 4 5 0 1 ／ 土　岐　侑　加 9 1 3 0 3

／ 加　藤　麻　里 0 0 0 0 0 堀　端　彩　香 - - - - -

／ 千　葉　沙　希 0 0 0 0 0 佐々木　慶　美 - - - - -

／ 柴　田　理　央 2 0 0 2 2 加　藤　悠　花 - - - - -

／ 佐　藤　愛　莉 0 0 0 0 0 小　野　綾　莉 - - - - -

／ 柿　崎　瑞　希 0 0 0 0 2 今　野　　　咲 - - - - -

／ 和　泉　華　音 2 0 1 0 0 伊　藤　綾　香 - - - - -

／ 篠　原　陽　夏 0 0 0 0 0 安　藤　智　里 - - - - -

／ 長　澤　のぞみ 0 0 0 0 0 石　塚　怜　菜 - - - - -

／ 佐　藤　　　直 0 0 0 0 0 工　藤　茉璃亜 - - - - -

／ 齊　藤　　　楓 4 0 1 2 0 舘　岡　果　南 - - - - -

樋　渡　　　真 佐　藤　和　佳

熊　谷　傳　裕 三　浦　康　平

合　　　計 9 31 10 14 合　　　計 6 21 11 18

※×:ｽﾀｰﾀｰ　／:交代選手　PTS:ﾎﾟｲﾝﾄ　3P:3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　2P:2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　FT:ﾌﾘｰｽﾛｰ　F:ﾌｧｳﾙ

文責 【 】
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 能代市総合体育館

 平成26年度　第60回秋田県高等学校総合体育大会

バスケットボール競技 

Year    Month    Day     Time

302014  年  6 月  10 日
NO,
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Competition

15

16

11

12

5

8

9

6

7

13

18

17

71

19

Aｺｰﾁ

99

ｺｰﾁ

河村　圭亮

17
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ｺｰﾁ
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(秋田)

(秋田)

佐藤　良明

14

15

選手氏名 Name of Players

4

秋田商業

バスケットボール専門部

佐々木　一也

能代高校男子バスケットボール部

14

10 10

11

12

5

13

6

選手氏名 Name of Players

7

　４連覇を狙う湯沢翔北と初優勝を狙う秋田商業との対決となった決勝戦。
両者共にマンツーマンでスタート。開始５分までは１１－１１と両者互角の展開を見せるが、
湯沢翔北＃７加藤のバスケットカウントを皮切りに、湯沢翔北のシュートが精度よく決まり始
める。対して秋田商業は、湯沢翔北の厳しいプレッシャーディフェンスによってなかなか流れ
をつくることができない。終盤には、湯沢翔北＃４阿部が３Pシュートを決め、２５－１６の
湯沢翔北リードで第１ピリオドを終える。
　第２ピリオドになり秋田商業は＃５手塚のフリースロー、＃４牧野のゴール下で先行した
が、湯沢翔北のオフェンスの勢いを止めることができない。１６点差がついた残り６分、たま
らずタイムアウトを取った秋田商業はディフェンスをゾーンに変え、巻き返しを図る。しか
し、湯沢翔北＃１１佐々木が連続で３Pを決めるなど、逆に湯沢翔北がリードを広げ、５６－
３２の湯沢翔北２４点リードで前半が終了する。
　第３ピリオド開始早々、秋田商業は＃４牧野、＃６熊谷の連続得点で点差を縮めるが、湯沢
翔北もコート上のメンバーが確実に点数を重ねる。厳しい展開となった秋田商業は残り５分に
タイムアウトを取るが、流れを変えることができないまま８１－４５で第３ピリオドを終え
る。
　第４ピリオド、なんとか追いすがりたい秋田商業は、３年生を中心にアウトサイド、インサ
イドからのバランスのいいオフェンスをみせ得点を重ねるが、第３ピリオドまでのリードを
保った湯沢翔北が秋田商業の追撃を許さず、９９－７１で４年連続４回目の優勝を飾った。
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